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遺
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７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

仙
台
城
は
、　
一
七
世
紀
初
め
に
築
城
さ
れ
た
城
郭
で
あ
る
。
築
城
当
初
は
山

上
の
本
丸
と
麓
の
蔵
屋
敷
か
ら
構
成
さ
れ
た
山
城
で
あ
っ
た
が
、　
一
七
世
紀
前

半
に
二
の
九
が
造
ら
れ
、
以
後

明
治
維
新
ま
で
二
の
丸
が
藩
政

の
中
心
と
な
り
、
本
九
は
儀
礼

の
場
と
さ
れ
て
い
た
。

調
査
地
は
、
三
の
九
巽
門
跡

か
ら
本
九
へ
の
登
城
路
の
中
間

に
あ
た
る
、
清
水
門
跡
の
南
西

に
位
置
す
る
。
二
〇
〇
三
年
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発
生
し
た
地
震
に
よ
り
中
門
跡

及
び
清
水
門
跡
石
垣
が
被
災
し
、
二
〇
〇
三
年
度
か
ら
二
〇
〇
五
年
度
に
か
け

て
復
旧
事
業
が
行
な
わ
れ
た
。

清
水
門
跡
石
垣
で
は
、
復
旧
事
業
に
引
き
続
き
石
垣
背
後
か
ら
の
湧
水
の
切

り
回
し
工
事
を
行
な
い
、
そ
れ
に
伴
う
発
掘
調
査
の
過
程
で
木
簡
が
発
見
さ
れ

た
。
清
水
門
跡
石
垣
の
南
西
部
に
位
置
す
る
沢
曲
輪
石
垣
の
基
部
よ
り
湧
水
が

認
め
ら
れ
、
湧
水
部
に
近
接
し
て
約
八
〇
∽
四
方
の
方
形
の
木
枠
が
発
見
さ
れ

た
。
井
戸
枠
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
た
が
、
遺
構
保
存
の
た
め
内
部
は
掘
り
下

げ
て
い
な
い
。

木
簡
は
木
枠
の
周
辺
か
ら

一
点
出
土
し
た
。

木
枠
周
辺
か
ら
は
、
他
に
材
、
瓦
、
ガ
ラ
ス
が
出
上
し
て
い
る
。
陶
磁
器
は

共
伴
し
て
お
ら
ず
、
木
枠
の
所
属
年
代
は
不
明
で
あ
る
。
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左
半
を
久
き
、
中
央
部
で
折
れ
る
。
表
面
は
、
上
部
端
に
朱
書
き
で
巴
文
を

描
く
。
裏
面
の
上
部
に
も
わ
ず
か
に
朱
が
故

っ
て
い
る
。
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